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戦
後
70
年
と
い
う
歳
月
は
、
戦
争
の

時
代
を
生
き
抜
き
、
戦
火
に
荒
廃
し
た

国
土
の
復
興
を
担
っ
た
世
代
か
ら
、
高

度
成
長
の
時
代
に
現
役
と
し
て
活
躍
し

た
、
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」
が
す

べ
て
65
歳
以
上
と
な
り
、
活
動
の
主
力

と
な
る
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
で
も
高
齢
者
数
は

６
万
７
千
人
を
超
え
、
超
高
齢
社
会
の
構

造
が
普
遍
的
に
な
っ
て
久
し
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
長
寿
社

会
に
あ
っ
て
私
た
ち
高
齢
者
は
単
な
る

弱
者
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
新
し
い

仲
間
の
価
値
観
と
行
動
力
、
長
い
歴
史

の
中
で
培
っ
た
諸
先
輩
方
の
経
験
と
能

力
を
活
か
し
て
、
社
会
に
貢
献
し
影
響

を
与
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
そ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
温
か
い

地
域
づ
く
り
か
ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
役
割
を
支

え
る
活
動
力
の
強
化
の
た
め
、
外
部
へ

の
積
極
的
な
情
報
発
信
、
地
域
諸
団
体

と
の
連
携
・
協
力
、
時
代
に
合
っ
た
活

動
の
充

実
、
会

員
増
強

を
図
る

こ
と
を

今
年
度

の
指
針

と
い
た

し
ま
す
。

①
若
手
高
齢
者
の
加
入
促
進
に
よ
る

ク
ラ
ブ
の
活
性
化
と
「
老
人
ク
ラ

ブ
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」

（
２
年
目
）
の
推
進

②
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
組
織
強
化
と
新

規
ク
ラ
ブ
発
足
の
推
進

③
友
愛
・
奉
仕
の
精
神
で
「
地
域
支

え
合
い
活
動
（
見
守
り
・
声
か
け

活
動
）」
の
推
進

④
地
域
諸
団
体
と
連
携
し
た
、
地
域

福
祉
活
動
と
社
会
貢
献
に
よ
る
地

域
づ
く
り
活
動
の
推
進

⑤
高
齢
者
ク
ラ
ブ
活
動
の
魅
力
と
楽

し
さ
の
外
部
発
信
強
化
の
推
進

①
単
位
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て

　

会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
活
動
が

停
滞
し
が
ち
に
な
る
中
、
地
域
の
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
声
か
け
や

訪
問
、
交
流
サ
ロ
ン
な
ど
を
始
め
る

動
き
が
目
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ー

ダ
ー
育
成
の
た
め
若
手
会
員
の
登
用

や
会
員
獲
得
の
た
め
、
独
自
で
チ
ラ

シ
を
作
り
、
町
内
会
を
は
じ
め
地
域

の
関
連
団
体
に
呼
び
か
け
な
ど
の
活

動
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
成
果
と
し
て
、
平
成
27

年
度
4
月
1
日
付
の
会
員
数
調
査
で

は
約
5
0
0
人
近
い
会
員
増
と
な
り
、

解
散
ク
ラ
ブ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
地
区
高
連
の
活
動
に
つ
い
て

　

単
位
ク
ラ
ブ
の
支
援
活
動
や
地
区

活
動
、
特
に
小
学
校
と
連
携
し
た
3

世
代
交
流
事
業
で
は
、
児
童
を
対
象

に
し
た
戦
争
体
験
や
地
域
文
化
等
の

伝
承
活
動
が
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

③
ブ
ロ
ッ
ク
高
連
活
動
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
、
２
ブ
ロ
ッ
ク
が
新
た

に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
す
が
、
合
計
４

ブ
ロ
ッ
ク
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
限
ら
ず
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に

お
い
て
も
内
容
を
工
夫
し
た
活
動
を

展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑥
若
手
高
齢
者
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
・
登
用

⑦
健
康
長
寿
を
伸
ば
す
「
健
康
づ
く

り
・
介
護
予
防
活
動
」
の
推
進

⑧
高
齢
期
を
充
実
し
た
豊
か
な
も
の

に
す
る
文
化
活
動
の
推
進

　

◆
趣
味
・
教
養
活
動
の
実
践

　

◆
親
睦
行
事
・
旅
行
の
企
画

　

◆
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど

期
　
　
日

事 

　
業
　 

内
　 

容

平
成
27
年
4
月
～
5
月

全
国
加
入
促
進
強
化
月
間

4
月
21
日

平
成
26
年
度　

市
高
連
監
査

4
月
24
日

第
1
回　

役
員
会
／
女
性
委
員
会
（
合
同
）

5
月
11
日
～
20
日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

5
月
22
日

第
2
回　

女
性
委
員
会

5
月
26
日

水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

6
月
29
日

第
42
回　

水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
芸
能
発
表
大
会

7
月
23
日

第
2
回　

役
員
会

8
月
6
日
～
11
日

第
52
回　

水
戸
市
高
齢
者
作
品
展

9
月 

9
日

第
26
回　

市
高
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会

9
月
20
日

市
高
連
社
会
奉
仕
の
日

9
月
21
日
～
30
日

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

9
月
30
日

高
齢
者
交
通
安
全
推
進
委
員
研
修
会

（
主
催 

地
域
安
全
課
担
当
）

10
月
16
日

第
3
回　

役
員
会

10
月
28
日

第
3
回　

女
性
委
員
会

12
月 

2
日

第
39
回　

水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
大
会

12
月
16
日

第
4
回　

女
性
委
員
会

12
月
下
旬

歳
末
清
掃
日

平
成
28
年
1
月
20
日 

第
5
回　

女
性
委
員
会

1
月
28
日

第
4
回　

役
員
会

新
任
会
長
研
修
会

第
42
回　

市
高
連
主
催
研
修
旅
行　
　
　
　

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

第
22
回　

女
性
代
表
者
研
修
会

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
研
修
会

研
修
・
旅
行
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
委
員
会

広
報
委
員
会

地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会

（
1
0
0
万
人
会
員
増
強
運
動
推
進
に
お
け
る
新
委
員
会
）

※
期
日
及
び
場
所
等
は
、
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。
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科目 予算額 摘　　要

事務費 140,000

消耗品費　　 　      10,000
通信運搬費　　　      5,000
図書購入費　　　      5,000
旅費　     　　         20,000 
手数料     　　         100,000

会議費 380,000　　　
総会経費　　　     260,000
役員会経費             50,000
委員会費     　　      70,000

活動費 1,840,000

芸能発表大会    　 280,000
高齢者作品展    　 120,000
スポーツ大会　     600,000
ブロック活動費　  140,000
高齢者クラブ大会   600,000
広報活動・広報誌発行  100,000

研修費 206,000

女性委員会研修会    80,000
健康づくり・介護予防研修    36,000
県老連主催研修会     30,000
幹部指導研修会        60,000

負担金  
1,090,000

県老連負担金        680,000
会議出席者負担金    30,000
地区連交付金        380,000　　

慶弔費 20,000 弔慰金                 20,000

予備費 9,649

合計  3,685,649

科目 予算額 摘　　要

会費 1,875,000 @15,000 × 125 クラブ
（市 10,000 ＋県 5,000）

補助金 1,384,000
水戸市補助金 1,099,000
水戸市社会福祉協議会補助金

雑収入 300,100 利息　　　　　　　　100　        
スポーツ大会参加料 300,000

繰入金 5,610 東日本大震災救援拠金
特別会計から繰り入れ

繰越金 120,939 前年度繰越金

合計 3,685,649

285,000
お達者クラブは、水戸市の助成

を得て、高齢者クラブが主体となっ
て実施している友愛活動の一つです。
地域の引きこもりがちな高齢者を対象に
「訪問や声かけ」及び「ふれあいサロンへ
誘い」などを行い、地域の人々との結び
つきを深め、助け合いや交流活動を
盛んにする活動です。今年度は７
クラブが実施します。

河和田一丁目
もみじ会

南天
クラブ

松本町
福寿会

東前
梅の会

新住吉
明星会

河和田
シニアクラブ

見川西寿
クラブ

笠原地区高齢者クラブ連合会

堀原地区高齢者クラブ連合会

新荘地区高齢者クラブ連合会

緑岡地区高齢者クラブ連合会

山根地区高齢者クラブ連合会

百合が丘ピアクラブ

吉田梅寿会

柳河地区高齢者クラブ連合会

常磐地区高齢者クラブ連合会

三の丸地区高齢者クラブ連合会

東前梅の会

五軒地区高齢者クラブ連合会

吉田地区高齢者クラブ連合会

谷田シニアクラブ

実施年度実施クラブ

2 6 ～ 2 7 年度

2 6 ～ 2 7 年度

2 6 ～ 2 7 年度

2 6 ～ 2 7 年度

2 6 ～ 2 7 年度

2 6 ～ 2 7 年度

2 6 ～ 2 7 年度

2 7 ～ 2 8 年度

2 7 ～ 2 8 年度

2 7 ～ 2 8 年度

2 7 ～ 2 8 年度

2 7 ～ 2 8 年度

2 7 ～ 2 8 年度

2 7 ～ 2 8 年度

　「高齢者と子供のふれあい事業」は，高齢者と子どもとの世代間交流活動を推進して、生活
文化の伝承活動により高齢者の生きがいと児童の健全育成を図ることを目的に、実施クラブ
に対して水戸市が助成している事業です。
　実施主体は高齢者クラブで今年度は、14団体（10地区高連、4単位クラブ）が実施します。
内容も多種多様で、小学校児童を対象とした戦争体験を伝える活動や、昔あそびの伝承、畑
づくりからジャガイモやサツマイモの栽培、季節のイベント（お祭りやクリスマスなど）で
の交流など、地域性を活かしそれぞれ内容も工夫されています。地域コミュニティが成り立
たなくなっている今、長く地域で暮し、地域を誰よりも知っている高齢者が、子どもたちに
未来を託す活動を日々行っていることを多くの方々に知っていただきたいと願っています。
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　平成２７年６月２９日，県民文化センター小ホールで，２９チーム，
２９６人が鮮やかな舞台照明の中、民舞、コーラス、ダンスなどを熱演した。
ギター弾き語り、マジック、生演奏によるコーラスなどの目新しい演目が増
え、大いに楽しませてくれた。今年度から一般公開することになり、市の広
報紙や口コミで広がり多くの方にご来場いただいた。
　会場には、毎年招待している老人ホームの皆さんも２０名観覧され、
帰り際に「楽しかったよ！」「また、来年も楽しみにしているよ！」と
笑顔で声をかけてくださった。
　出演者の方々も同じ高齢者クラブの仲間同士、楽屋ではお互いに譲り
合ったり、交流したり和気あいあい和やかな雰囲気であった。
　フィナーレは双葉台の 2 つの高齢者クラブの先導で「青い山脈」を出演者・
応援者・一般観覧者５００人全員で合唱、散会となった。

歌い・踊り・舞う華やかに

芸能発表！
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　当クラブでは、前年
度からから２つのサロ
ン活動を行なっている。
会員同士の接触が少な
く、高齢化に伴う退会
が進む中、近場で気軽
に集い、健康づくり、

教養、生活支援で明るく支え合い、さらに新たな会員の加入を図る場として、
いきいき「むつみ会」サロンを開設し、月に2回活動している。
　一つは、健康づくり、知力増進のため、教養講座の開催や輪投げ、オセロな
どを当クラブの中心に位置する千波市民センターで楽しむ。もう一つは、「動
くサロン」と称して、小型バス（定員 25 名）を借り上げ、買い物や見学、食
事などをコースに入れる「見学・買物ツアー」を行なう。施設見学で教養を深め、
日常生活で買い物に不便を感じている方への生活支援を行い、お互いの絆を確
かめ親睦を深める。参加費は１人当り昼食込みで3,500～ 4,000円程度。
　一般の高齢者の方にもチラシなどで呼びかけており、６名が参加、内３名が
即日入会、後日２名が入会してくれたこともあった。
　両サロンともなかなか好評を得ており、参加者の希望を取り入れながら元気
な高齢者としての活動を続けていきたいと考えている。なお、このサロン活動
は、26 年 10 月から水戸市社会福祉協議会の「ふれあいサロン助成事業」よ
り補助を受けている。

　当クラブでは，クラブ活
性化と会員増強策としてこ
れまでもさまざまな事業に
取り組んできた。健康クラ
ブや食事会を兼ねた親睦会
は，発足当時から一般の高
齢者の方々にも呼び掛け，会員も増えてきた。当クラブの特徴は，厳しいルー
ルで縛らないことである。健康クラブのウオーキングは，子ども連れ，愛犬
の同行も OK としている。和気あいあい，話をしながら情報交換をしたり，
健康チェックも取り入れ，現在 24名の参加者が楽しんで参加している。
　さらに，平成 26 年度から 5 か年計画で始まった全国運動「会員 100 万
人増強運動」を受けて，我がクラブもさらに活動の活性化と会員加入に力を
入れようということになった。特に地域活動に力を入れようと，子どもたち
との交流や，スポーツや親睦旅行なども一般の方々に広く参加を呼びかける
ことにした。会員増加も大歓迎であるが，各世代が交流できて，温かい心で
暮らせる地域づくりに貢献できたら幸せである。

　当クラブは、会員数 91 名の偕楽園および常
磐神社周辺に位置するクラブです。主な活動と
して、五軒地区高齢者クラブ連合会と共同で幼
稚園児との昔遊びや凧作り、3 世代ふれあいペ
タンク・オセロ・いも植え・いも掘り、小学校
スクールガード立哨などを行っています。また、

地区各種団体の催しのうち、偕楽園で行われる五軒香梅ひな流しや、観梅時期の常磐神社梅茶接
待活動のお手伝いをしています。単体活動として、毎朝健康維持のためのラジオ体操、月 1 回観
光地近隣のオモテナシを目標とした偕楽園入口・常磐神社前の清掃および資源回収を行っていま
す。単体活動は、現在参加メンバーが減少しつつあるため、今年度からは 60 歳の会長を登用し、
幅広い層からの参加を図っていく予定です。

1001111111111111111111111111111111000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000
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陸
軍
軍
人
と
し
て
21
歳
か
ら
24
歳
ま
で
中
国
戦

線
に
参
戦
し
た
が
、
戦
局
は
日
本
に
利
あ
ら
ず
敗
戦

と
な
っ
た
。
中
国
人
民
の
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
身
柄
移
管
後
（
私
は
ソ
連
軍
の
5
年
間

の
拘
留
苦
役
後
、
戦
犯
容
疑
で
撫
順
戦
犯
管
理
所
に

引
き
渡
さ
れ
た
）
は
、
食
事
・
環
境
・
医
療
な
ど
、

す
べ
て
に
お
い
て
ソ
連
抑
留
時
の
悲
惨
な
扱
い
に

比
べ
手
厚
い
も
の
だ
っ
た
。

　

中
国
人
民
軍
の
指
導
は
「
復
讐
や
制
裁
で
は
憎
し

み
の
連
鎖
は
切
れ
な
い
。
日
本
人
の
習
慣
を
守
り
、

人
道
的
扱
い
を
す
る
よ
う
に
」
と
の
対
応
は
６
年
間

続
き
、
戦
犯
と
し
て
の
起
訴
を
免
ぜ
ら
れ
、
本
国
に

帰
還
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

概
ね
16
年
ぶ
り
の
帰
国
と
い
う
こ
と
で
、
古
く
か

ら
の
友
人
や
知
人
が
集
ま
り
、
盛
大
な
宴
会
を
開
い

て
く
れ
た
。
拘
留
期
間
の
体
験
か
ら
、
生
き
る
と
い

う
こ
と
、
働
く
と
い
う
こ
と
、
建
設
と
い
う
こ
と
な

ど
の
大
切
さ
が
自
然
と
湧
出
し
、
身
震
い
し
た
。

　

早
速
、
就
活
に
走
り
廻
っ
た
と
こ
ろ
、
抑
留
体
験

と
い
う
「
根
性
」
が
認
め
ら
れ
商
社
マ
ン
と
し
て
建

築
資
材
の
販
売
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
販
路
拡

大
、
社
業
拡
張
に
東
奔
西
走
、
東
京
の
拠
点
以
外
に

北
は
群
馬
、栃
木
、茨
城
な
ど
、各
店
に
支
店
を
開
設
、

幾
多
の
支
店
長
の
重
責
を
も
担
っ
た
。

　

60
歳
後
半
に
な
り
身
体
の
養
生
を
理
由
に
第
一

線
を
退
き
、
社
の
顧
問
役
と
し
て
の
仕
事
を
継
続
し

な
が
ら
も
、
時
間
的
余
裕
が
出
て
き
た
の
を
機
会
に

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
け
ん
玉
）」
活
動
に
力
を
注
い
た
。

　

そ
れ
は
、
水
戸
で
の
生
活
も
10
年
く
ら
い
た
っ
た

頃
、
地
方
を
巡
り
な
が
ら
ど
の
市
町
村
に
行
っ
て
も

集
団
で
子
ど
も
達
の
遊
び
戯
れ
る
姿
が
な
か
っ
た

こ
と
に
気
付
き
始
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
私
が

少
年
の
頃
は
、
ど
ん
な
広
場
で
も
子
ど
も
達
が
集
ま

り
、
遅
く
ま
で
元
気
に
遊
ん
で
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
事
か
ら
、
あ
ん
な
に
楽
し
か
っ
た
少
年
時

代
の
体
験
を
、
ど
の
地
域
で
も
展
開
出
来
た
ら
と

い
う
高
ま
る
気
持
ち
に
押
さ
れ
た
私
は
、
早
速
「
け

ん
玉
」
協
会
茨
城
支
部
に
登
録
し
た
。

　

い
く
つ
か
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が
あ
る
。

　

そ
の
日
、
品
の
良
い
お
婆
ち
ゃ
ん
に
連
れ
ら
れ
た

小
学
校
２
・
３
年
生
位
の
少
年
が
、
コ
マ
と
紐
を
私

に
差
し
出
し
た
。
何
ら
か
の
障
害
が
あ
る
こ
と
が

解
っ
た
私
は
、
少
年
を
背
後
か
ら
抱
き
か
か
え
る
様

に
し
て
私
の
前
に
座
ら
せ
た
。「
紐
は
こ
う
巻
く
ん

だ
よ
。」
と
彼
の
耳
元
で
説
明
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

り
と
二
人
で
紐
を
巻
い
た
。
言
葉
と
し
て
は
何
の
反

応
も
無
い
も
の
の
、
少
年
の
体
の
温
も
り
を
、
こ
れ

ほ
ど
愛
し
く
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
小
学
校
６
年
生

位
の
少
年
の
こ
と
で
、
彼
は
他
の
遊
び
に
は
手
を
触

れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
「
け
ん
玉
」
の
練
習
に
精
を
出
し

て
い
た
。
技
の
程
度
に
よ
っ
て
、
各
級
の
合
格
証
を

渡
す
制
度
が
あ
り
、
少
し
で
も
高
級
位
を
取
る
べ
く

競
い
合
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
少
年
は
実
技
認
定

の
本
番
で
失
敗
を
し
て
不
合
格
に
な
っ
て
い
た
が
、

試
験
官
で
あ
る
私
が
「
ご
苦
労
さ
ん
、
随
分
頑
張
っ

た
の
に
も
う
少
し
だ
っ
た
ね
。
ハ
イ
ッ
こ
れ
は
お

ま
け
の
合
格
証
だ
。」
と
い
う
と
、
少
年
は
「
先
生
、

僕
は
出
来
な
か
っ
た
ん
だ
か
ら
、
こ
れ
は
貰
え
ま
せ

ん
」
と
、
合
格
証
を
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。
瞬
間
、

私
は
ド
キ
ッ
と
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
遊
び
と
は
言

い
な
が
ら
、
私
の
態
度
が
何
と
不
真
面
目
で
あ
り
、

皆
の
努
力
に
対
し
て
不
遜
で
あ
っ
た
と
自
戒
と
し

た
次
第
で
あ
る
。

　

何
の
特
技
も
持
た
な
か
っ
た
私
が
、
こ
ん
な
幸
せ

な
生
涯
を
送
ら
せ
て
頂
く
の
も
、
永
年
に
わ
た
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
る
に
あ
た
り
、
多
く
の

方
々
と
感
動
と
共
に
感
激
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
た
結
果
で
あ
っ
た
と
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
一
連
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
功
績
と

し
て
、名
誉
あ
る
賞
を
賜
っ
た
。
何
歳
に
な
っ
て
も
、

褒
め
ら
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。
す
べ
て

の
方
々
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　

敗
戦
後
70
年
、
今
年
は
節
目
の
年
と
政
府
や
マ
ス

コ
ミ
は
唱
え
て
い
る
。

　

敗
戦
を
実
感
し
た
、
あ
る
い
は
敗
戦
後
の
国
民
生

活
、
戦
後
復
興
の
苦
し
い
時
代
を
経
験
し
た
国
民
は

現
在
20
％
も
生
存
し
て
い
な
い
の
で
は
と
推
測
す

る
。

　

敗
戦
の
日
以
降
に
生
ま
れ
た
国
民
を
現
代
人
、
そ

の
日
以
前
に
こ
の
世
に
出
て
き
た
国
民
を
近
代
人

と
分
別
す
る
歴
史
学
者
が
い
る
。

　

あ
る
女
子
大
学
で
、
近
代
現
代
史
に
つ
い
て
講
義

を
始
め
る
時
、
教
授
が
「
過
去
に
お
い
て
我
が
国
が

戦
争
を
し
た
相
手
国
は
ど
の
国
だ
っ
た
か
」
と
質
問

し
た
。
30
％
の
学
生
が
米
国
と
戦
争
し
、
わ
が
国
が

惨
敗
し
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

　

高
齢
者
の
会
合
で
、
現
行
憲
法
成
立
過
程
に
つ
い

て
、
諸
般
の
差
し
迫
っ
た
状
況
に
お
い
て
敗
戦
後
、

早
々
に
憲
法
が
公
布
に
至
っ
た
こ
と
を
勉
強
し
た

ら
ど
う
か
と
私
は
提
案
し
た
。

　

70
歳
前
後
の
全
て
の
女
性
た
ち
は
、
全
く
関
心
を

示
さ
な
か
っ
た
。
経
済
回
復
、
庶
民
生
活
が
平
穏
に

過
ぎ
、
対
外
戦
争
も
無
く
、
自
衛
隊
は
災
害
復
興
部

隊
と
み
ら
れ
て
い
る
今
日
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ

る
こ
と
は
不
思
議
な
現
象
で
は
な
く
な
っ
た
と
言

え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

年
々
、
昭
和
の
厳
し
い
時
代
を
体
験
し
，
G
H
Q

か
ら
与
え
ら
れ
た
憲
法
で
あ
る
こ
と
の
認
識
を
持

つ
国
民
が
こ
の
世
に
別
れ
を
告
げ
て
行
く
。
今
こ

そ
、
こ
れ
ら
の
事
態
に
深
い
認
識
を
持
つ
高
齢
者
が

語
り
部
と
な
っ
て
、
敗
戦
後
の
経
緯
や
自
分
た
ち
が

生
き
て
き
た
有
様
を
子
孫
に
、
さ
ら
に
機
会
を
捉
え

て
周
囲
の
国
民
に
伝
え
て
い
く
時
だ
と
考
察
す
る
。

そ
れ
こ
そ
節
目
の
70
年
で
あ
る
と
私
は
申
し
た
い
。

赤
塚
　
清
水
　
勇
吉

　

多
く
の
方
々
が
、
楽
し
ん
で
い
る
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
。
私
も
は
じ
め
て
40
年
近
く
に
な
る
。

　

コ
ー
ス
は
い
く
つ
か
あ
っ
て
、
季
節
や
そ
の
日
の

気
分
に
よ
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
。
朝
の
す
が
す
が
し

い
空
気
の
中
、
歩
け
る
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
。

　

ま
た
、
仲
間
と
の
出
会
い
、
会
話
も
で
き
て
生
き

が
い
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
（
４
月
）
に
は
，桜
を
は
じ
め
、チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
な
ど
の
花
が
咲
き
誇
り
、
ま
さ
に
百
花
繚

乱
。
茂
み
か
ら
は
、
鶯
の
合
唱
も
聞
こ
え
る
早
朝
。

藤
井
寿
楽
会
　
富
田
　
　
貢

　

持
病
の
関
節
炎
も
八
十
路
を
過
ぎ
、
ま
す
ま
す
歩

行
困
難
、
こ
も
り
が
ち
の
こ
の
頃
、
毎
月
の
短
歌
投

駅
前
長
寿
会
　
田
中
つ
ぎ
子

双
葉
台
　
上
条
　
　
哲

高
壮
ク
ラ
ブ

皆
さ
ん
の
投
稿
欄
で
す

四
季
折
々
の
自
然
の
変
化
に
も
感
謝
し
て
い
る
。

　

時
々
、
ひ
と
り
暮
し
の
方
を
訪
問
し
、
声
か
け
し

た
り
、
話
を
き
い
た
り
す
る
。
笑
顔
に
触
れ
た
時
な

ど
は
「
ほ
っ
と
」
す
る
。

　

日
課
と
な
っ
て
い
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
健
康
管

理
や
仲
間
と
の
絆
づ
く
り
の
た
め
に
も
に
も
や
め

ら
れ
な
い
。

稿
も
所
属
の
歌
会
も
欠
席
し
が
ち
、
よ
く
よ
く
考
え

て
、
月
例
の
友
部
短
歌
会
を
始
め
、
全
て
の
会
を
退

会
し
た
が
、
わ
が
身
の
全
て
を
も
ぎ
取
ら
れ
た
一
抹

の
寂
し
さ
を
感
じ
る
。

　

40
年
余
の
作
歌
を
し
て
き
て
、
こ
れ
が
私
の
日
記

帳
の
よ
う
な
も
の
で
人
生
の
苦
楽
が
全
て
短
歌
に

埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
心
境
2
首　
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「
高
壮
だ
よ
り
水
戸
」
は
年
２
回
、
６
月
と
１
月
に
発
行
。

●
高
壮
ク
ラ
ブ
（
会
員
の
投
稿
）
約
３
０
０
字
以
内

●
文
芸
（
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
）
１
人
２
句
ま
た
は
２
首
以
内

　

種
別
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
所
属
ク
ラ
ブ
を
ハ
ガ
キ
に
記
し
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

●
ブ
ロ
ッ
ク
便
り
約
５
０
０
字
以
内

　

締
切
日
は
特
に
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
事

務
局
か
ら
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
宛
に
、
原
稿
募
集
の 

ご
案
内
を
す
る
場
合
は
、
締
切
日
を
お
守

り
下
さ
い
。
紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
掲
載
の
採
否
は
広
報
委
員
会
で
決
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

　

字
数
を
超
え
た
も
の
等
は
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
文
章
は
一
部
修
正

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
原
稿･

写
真
は
原
則
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

●
提
出
先　

事
務
局
ま
で

　水戸市高連における「会員増強運動」では、あ
えて数字目標を掲げず、短期的には会員による勧
誘活動の重視とクラブの解散を防ぐことに重点を置
く。中長期的には「地域支え合い活動」に積極的
に関わり「地域づくり活動」の一翼を担い、地域か
ら信頼される組織、高齢者クラブを作り、会員の増
強、確保に努める。
　事例報告では、高齢者クラブによるひとり暮らし
高齢者の見守り・訪問活動を実践している事例と長
寿社会を迎え会員１人ひとりが会員を増やす努力を
し、活動無くして会員増なしをクラブのテーマに掲
げ、日常活動の大切さを強調した事例の発表があっ
た。双方とも 26 年度の活動賞受賞クラブである。
傾聴に値する内容だった。
　結論的には、超高齢社会とは高齢者が高齢者を
どう支えていくかが問われている社会でもある。元
気な高齢者が、足腰の弱った高齢者を支えるという
使命感が持てるか否かが最大のポイントとなろう。
　非常にタイムリーな研修会であった。
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平
成
27
年
6
月
29
日
、
県
庁
舎
会
議
室
で
、（
公
財
）

日
本
生
命
財
団
の
「
児
童
・
少
年
の
健
全
育
成
助
成
」

及
び
「
生
き
生
き
シ
ニ
ア
活
動
顕
彰
」
の
目
録
贈
呈
式

が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
の
茨
城
県
の
受
贈
団
体
は
本
連

合
会
を
含
め
て
12
団
体
。

対
象
と
な
っ
た
、
本
連
合
会
の
主
な
事
業
は
次
の
通
り
。

①
水
戸
市
と
本
連
合
会
が
協
働
で
永
年
実
施
し
て
い

る
「
高
齢
者
と
子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
事
業
」（
本
紙

3
面
参
照
）。

②
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
や
居
場
所

づ
く
り
の
一
つ
で
あ
る
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
開
設
な

ど
高
齢
者
同
士
の
支
え
合
い
活
動

③
水
戸
空
襲
を
中
心
と
し
た
戦
争
体
験
と
史
上
類
を

見
な
い
東
日
本
大
震
災
の
体
験
を
綴
っ
た
創
立
50
周

年
記
念
誌
「
輝
く
50
年
、
未
来
に
つ
な
ぐ
絆
」
の
刊

行
と
小
中
学
校
へ
の
複
数
部
配
布
。

　

顕
彰
を
励
み
と
し
て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
、

互
助
活
動
及
び
会
員
の
豊
か
な
知
見
を
活
か
し
た
社

会
貢
献
活
動
を
継
続
し
、
地
域
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ

て
い
き
た
い
。（
事
務
局
）

　

先
日
、
私
の
勤
務
す
る
柳

河
地
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
梅

雨
明
け
と
同
時
に
ギ
ラ
ギ
ラ

と
し
た
日
差
し
の
中
の
大
会

で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
条
件
で
あ
り
な
が
ら
、
力
強

い
シ
ョ
ッ
ト
や
大
き
な
笑
い
声
が
飛
び
交
う
そ
の
光

景
に
、
私
自
身
が
元
気
を
も
ら
っ
た
り
、
と
て
も
安

心
感
を
抱
い
た
。

  

本
市
に
お
い
て
も
、
例
外
で
は
な
く
、
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
対
応
す
べ
き
現
代

特
別
寄
稿

〜
地
域
活
動
に
欠
か
せ
な
い
団
体
〜

的
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
の
周

り
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
自
身
の
趣
味
的
な
活
動

は
も
と
よ
り
、
学
び
直
し
た
い
事
柄
や
新
し
い
自
分

づ
く
り
へ
の
挑
戦
、
長
年
培
っ
て
き
た
技
術
等
の
向

上
と
い
っ
た
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
方
々
も
多
く
、

高
齢
者
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
へ
も
つ
な
が
っ
て
い

る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

  

ま
た
、
実
際
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
社
会
奉

仕
活
動
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
を

主
体
的
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
施
し
て
お
り
、
地
域
社

会
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と

や
地
域
活
動
に
不
可
欠
な
団
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

  

今
後
、
さ
ら
に
会
員
を
増
や
し
、
活
動
へ
の
理
解
を

い
た
だ
く
た
め
や
、
会
員
間
で
情
報
が
共
有
で
き
る
、

こ
の
よ
う
な
機
関
紙
の
役
割
は
大
き
い
も
の
と
な
り
、

ま
た
、
一
般
市
民
へ
の
情
報
発
信
を
続
く
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

  

め
ま
ぐ
る
し
く
変
貌
す
る
社
会
の
中
で
、
高
齢
者
ク

ラ
ブ
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
で
し
ょ
う
。

（公財）日本生命財団では、児童・
少年の健全育成に取り組んでいる
団体への助成と高齢者の地域貢献・
社会貢献活動に対しても、顕彰活
動として顕彰金を贈呈している。
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